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言藷獲得過程における過雜
一
般化に関する

一
考察

A　Study　of 　OvergenefaLization 　in　the 　Process　of 　Language 　Development

福 岡 大学 　　井狩 幸男

　言語獲 得過 程 に お ける過剰
一

般 化の 例 と して 最 も知 られて い る の は、英語 の 獲得過程で

しば しば観察 さ れ る不 規則動詞 の 過去形 に 関す る現 象で あ る。例 え ば ．英語 の 動 詞 （go ）の

過 去形 に っ い て み て み る と、最初 〔vent ）を使 える よ う にな っ た幼児 は 、次 に 、自分 が耳 に

す る （he 主ped 〕や 〔valked ）か らの 類推 で、 既 に 習得 して い る 語彙の 語尾 に （ed 〕を付加 した形

の 〔goed 〕や （wented 〕を使 うように な る 。 そ して そ の 後で 、最終的に （went ）を習得す る 。

　さて 、上で 述 べ た過 剰一般化 の 現象 に つ い て は 、従来 の 言語獲 得研究 にお い て かな り取

り上 げ られ て い る も の の 、その ほ とん ど が、 こ の 現 象 が ど の よ うに して 起 こ るの か と い う

こ と に っ い て の 記 述で あ っ て 、 なぜ 営語獲得過程に お い て 過剰
一

般化 が行 われ る の か と い

う点 に っ い て は、今 まで に余 り議 論 されて い な い よ うに思わ れ る 。

　今回の 発表 で は、書語獲得過程 に お ける 過剰
一

般化 に 関 して 三 っ の 仮説 を立 て ．それ を

検討 し な が ら、幼 児 の 言語発達 の 中で 過剰一般化 の 果 たす役割に っ い て 考察す る 。

ユ．言 語獲得過程に お け る 過fi　一般化 の 例

（D 英語 の 動詞 の 不規則変化 （2） 英語 の 名詞 の 複数 化

｝
he1’e

∵
a 止ked

vent → 　 goed ，　 wented

came 　　→ 　　　comed
，　camed

boXOs ・　tasses

　 　　 ↓

fooヒs 　→ 　　@footses，　footi

正ee し 　 →　@　｛ ee

　 　

↑ 　　m

s 2 。過 剰 一 般 化 に っ いて の 従来 の
見 解　 一 どの よう にし て

過剰 一般 化 が 起 こ るの か

　一 幼児 は．言語 を獲得する 際 に、 対S となる言 語表現の 使 用頻 度 よ りも

タ ー ン 化され た規 則 性に 注意を 向け る。
そ して 、一 つ の パ ター ン に注目す

と、 そ
れ

を広 く一 般 に適 用 し

うとす
る
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3 ．過剰
一

般化 に 関す る仮 説

仮説 1

幼児は、 自分 が習得 しよ うとする 対象 （言語）の 中に 何 らか の 規則性が存 在す る こ

と生得的 に知 っ て い て ．その 規則性 を見 い だ した な らば 、そ れ が妥 当な も の なの か

を 十分に 吟味す る こ と な く、他 の もの く言語表 現） に も 適用 する の で は な い か 。

仮説 2

規 鼬性 を見 い だす こ と は．結 果的 に は記 憶す る 情報 量 を軽減する こ と に な り、 そ の

為 に、軽減され た分 だけ対象 （言 語）に 対する 分析の 効率が上 が り、発達 を促 進 さ

せ る こ と に な る の で は な い か 。

仮説 3

不完全な規則 の 適用 の た め に生ず る過 剰一般化 は、必 然的に過剰
一

般化 の 消減 へ の

道 を迪 るこ と に よ っ て 、言語表現 の定 着 をは か る効果 を上 げて い る ． そ れ故、過剰

一般化は 、獲得の 対象と な る言 語 の 体系化 に は 必要不 可 欠な現象 で は な い か 。

　上記 の三 っ の 仮 説 に つ い て 検討 し、幼 児の 言語獲 得 に お い て 過 剰
一

般化 と呼ばれ る 現象

が、単 に 言語 獲得過程で 観察され る耆 語現象 だと い うだ けで は な く、言 語発達の 促進 に 関

与 し、 また、対象言語の 体系化 に は必 要不可 欠な もの で あ る こ と を考察 する 。
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　　　　　　　　　【研 究発 表資 料ユ

　　　　　　　　　（1 ）　 Berk 。 （1958） の幼 児の形態素獲得 に 関 す る実 験

　　　　　　　　　　　 This　is　a　man 　曽ho　knous　heΨ　to　「ick，

　　　　　　　　　　　He　is　ricking ．　　He　d五d　the　sarne 　thing

　　　　　　　　　　　yesterday ．　 What　 did　 he 　do　yesterday ？

　　　　　　　　　　　Yesしerda ン　he　　　　　　．

　　　　　　　　　（2 ）　Ervin （tg64〕 に お け る不規則 変化 勤詞 の 獲 得過程 に っ い て の 考 察

　　　　　　　　　　　…　 With 　the 　i「「egula 「　Past 　tense 　正orras ， 　the 　children 　learned 　the 　unique ，

　　　　　　　　　　　irregutar 　contrasts 　as 　separate 　iteras　of 　vocabuiary 　first．　　Sometlmes

　　　　　　　　　　　they　were 　separate 　even 　contextuai 塁y ，　as 　in　the　chiid 　vho 　said 　ノ

．
t　c8 ’θ

　　　　　　　　　　　o ノ
鹽
∫ and 　ノ

’
t　ca ’e 　un ノ

゜
∂ stened

，　but　eo ”e 　oyer 　he！θ　and 　cone 　ノ ノ
’
ght　bac」「．

　　　　　　　　　　　Next ，　the 　cbildren 　Pfoduced 　analogic 　past 　tense 　ferms　for 　these 　high 止y

　　　　　　　　　　　trequent 　words ．　　At　the　same 　period 　in　which 　a 　child 　said 　d ノ

’
d，　he　might

　　　　　　　　　　　say 　doed ；　at 　the　same 　age 　at 　which 　he　said 　bノ
’
ote ，　he　night 　say 　b1θ∂ted，

　　　　　　　　　　　and 　so 　on ，，，

　　　　　　　　（3 ）　Beiiugi　 and 　 Brown （1964）にお け る発話記録

　　　　　　　　　　　（1〕　Inv：　　It　droPP 巳d，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　Harlan：　I　go 　boom 　bQom

　　　　　　　　　　　　　　Harlan ：　（τo 　his　meth θr）　My 　balloon 　pop．　　　　　　　　　　　　 （Past 　tense　context ）

　　　　　　　　　　　　　　Mother ：　　You　poPPed 　it？　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inv：　　Vhat
’ d　ンou 　do？

　　　　　　　　　　　　　　Harlan ：　I　pep 　it，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Harlan：　【　vent 　boom．

　　　　　　　　（4 ）　 Cazden （1968 ）に お け る発話記録

　　　　　　　　　　（1〕　Mother：　Did　you 　vr 三te　it　alfeady ？　　　　〔2〕　Child ：　　Because 　I　caught 　．，，

　　　　　　　　　　　　　　Cbi ［d ；　 Write 　it　a1ready ．　　　　　　　　　　　　Mother ：　貿bat　dld 　yeu 　catch ？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Child ：　　I　catch 　my 　bicycle ，

　　　　　　　　（5 ）　Cazden （1972）に お け る発話 記録

　　　　　　　　　　　　　　　Child ：　My　teacher 　hotded 　the 　baby　rabbi ヒs 　and 　ve 　patted 　them ．

　　　　　　　　　　　　　　　Adult ： Did　 you 　say 　 your 　teacher 　held 　the　 baby　 rabbits ？

　　　　　　　　　　　　　　　Ch 皇ld：　Yes．

　　　　　　　　　　　　　　　Adult ：　What　did　yeu 　say 　she 　did？

　　　　　　　　　　　　　　　Child ：　She　holded 　tbo 　baby　rabbits 　and 　ve 　pat しed 　thera，

　　　　　　　　　　　　　　　Adult ：　Did　 you 　say 　 she 　 he且d　them　tightly？

　　　　　　　　　　　　　　　Child ：　No，　sbe 　bolded 　them 　loosely，

　　　　　　　　（6 ）　 Clark （1982）に お け る 不規則変化動詞 の獲得 過程 に っ い て の 考 察

　　　　　　　　　　　．．．　【n 　deciding 　hov　to　add 　vord 　endings ，　children 　might 　ロell 　begin 　by

一
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co 臼〕pa 「ing　ne 騨　ihstances 　to　specif 量c 　exe 旧 Pia ∫s 　ai 「eady 　in　thei 「　「eper
｝

to1fes ，　　Buヒ　正ate 「，　after 　being 　exposed 　to　a 　五ar9 巳　nu 嘔be『　of 　for阻s 　in

a　coherent 　paradigm ，　they 　should 　have 　a 　p 五ethofa 　of 　exe 面Plars 　to　work

正r。m ，
　 and 　 thelr　 use 　 Qf 　 an 　 infiecti。 n　 migbt 　 take 　 on 　 the ［or 鳫 。f　 a　 ge 卩

｝

eeai 　 rute ．　 Or　 they 　 might 　 simultaReousiy 　 use 　 rules 　 in　 s   me 　 d 。 mains 　 and

analo9 ン　呈n 　others ．．．

（7 ）　 RumeLhart 　 and 　 McC1eUand （1987）の 不規則変化動 詞 の 獲 得過 程 に 関す る 考察

　 ．、．冒e 　have 　shown 　tbat ， 　fot　this 　ease ，　there 　is　no 　Jndvet ／on 　Pノ
’
ob ／efi、

　 Tbe　ch 三Ld　need 　not 　figure 　out 　聯hat　the 　fuies 　afe ，　nor 　even 　tha ヒ　there

　 afe 　rules ．　　The　chitd 　need 　not 　dec 三de　whether 　a 　verb 　is　r．egvlar 　or 　上∫
謄

　 regular ，　　There 　is　no 　guestion 　as 　to　“hether 　the 　inf且ected 　ferra　shoutd

　 be　 st 。 red 　 direcdy 　 st 。fed 　 in　 the ！exicon 　 or 　 divided 　 fr。ro　 more 　 general

　 principtes ，、，

（8 ） 村井 （1970｝に お ける 誤用 に関 す る考察

　 、，．し か し、子供 自身 の要求 が分化 し h 複雑化 す る に っ れ 、そ の よ うな 簡単 な こ

　 と ばで は 、要求 を正 確 に 表す こ と がで き な くな る 。一
方、こ の 時期 に 子 供 は種 々

　 の 文 型 をば あ い に よ っ て は現実 と関 係 な く学 習 す る こ と が可 能に な っ て く る 。 彼

　 は 彼自身 の 分化 した 要求 を学 習 し た文型 に よ っ て 表現 し よ う とす る 。す なわ ち．

　 子供に と っ て は あ る種 の 実 験的 な こ と ば 使用 と も い え る もの で あ り、そ の 中で 結

　 果 的 に は 誤 用 とみ られ る も の が生 じて くる の で あ る 。 ＿

《引用 文献》

Be ［lugi ，　U．　aBd 　Bfewn ，　f〜．　（i964 ）．　The　Ac 　uisi 亀ion　of 　Lan　ua 　e 　　Monegraph 　of 　the

　 Soc 董ety 　for　Research 　in　Chi1d　Development．　No．29

Berko ，　J，　（t958）．　　
‘ The　chi1d

，
s 　且ealn 正ng 　of 　εnglls ｝｝　meTphoLogy ．

，

　Sn　鯉 ．　14
，

　 pp ，150−177

Ca2den
，　C，　（1968）　　

FThe

　Acqu 玉sltion 　of 　Noun 　and 　verb　Inf孟ections ．
，

　in　⊆Lt」」L旦

　 L塑 ．　39，　Pp ．433−438

Cazden ，　C，　（1972）　⊆一 上g三廴彑主皇コL＿　New　York：　HoLt，　R主n 巳ha ∫t　and

　 Winsten

Clark ，　E．V．　（1982）．　　
‘The　young 　vord 　皿aker ：　a　case 　study 　of 　innovatjon 　in　the

　 chiLd
’
s　 Lexic 。n ！ in　 Wanner ，　 E．　 and 　Gle 孟tman し．R．（eds ，） −

　 the 　state 　ot 　the 　art ．　　Cambr廴dge ：　CambTidge 　Un孟vets ｝ty　Press

Ru氾e 孟bart ，　D，　E．　and 　McC且e1 且and ，　J，L．　（1987｝．　　
‘Learning　the　Past　Tenses　of 　E罰 g −

　 1ish　Ve ∫b＄ ：　Im…）Licit 　Rules 　or 　PataLte 上　Distributed 　Ptocessing
，

　in　Mac周h
』
inney

　 （ed 、）　Mechanism ＄　of 　Lan　ua 　e　Ac　u 晝s 産tion ，　　New　Je ∫sey ：　La騨rence 　Erlbaum

村井潤
一

（tg70），　E言語 機能 の 形成 と発達』　風間書房

一 163 一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


